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町
民
プ
ー
ル
営
業
日
等
の
お
知
ら
せ

お知らせ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話

帳
を
発
行
い
た
し
ま
す

　

８
月
の
町
民
プ
ー
ル
営
業
日
と

営
業
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
当
日
の
天
候
や
気
温
に

よ
っ
て
営
業
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
下
さ
い
。

★
８
月
の
営
業
日

　

8
月
1
日
（
月
）
〜

　

8
月
20
日
（
土
）

注　

 

お
盆
期
間
中
の
８
月
13
日

（
土
）
〜
８
月
16
日
（
火
）

は
休
業
と
な
り
ま
す
。

★
営
業
時
間

　

①
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

②
12
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

③
15
時
〜
14
時
30
分

注　

 

①
は
小
学
生
の
み
、
②
・
③

は
一
般
の
方
も
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

担
当
・
松
本

　

☎
３
７

－

２
１
１
２

地
デ
ジ
い
ろ
は
塾

『
被
災
世
帯
向
け
地
デ
ジ
支
援
』

　

東
日
本
大
震
災
等
で
被
災
し
た

世
帯
に
対
し
て
、「
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
の
無
償
給
付
」「
ア
ン

テ
ナ
な
ど
改
修
等
」
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

① 

半
壊
、
半
焼
、
ま
た
は
床
上
浸

水
以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
。

② 

避
難
の
勧
告
、
指
示
ま
た
は
退

去
命
令
を
継
続
し
て
１
ヶ
月
以

上
受
け
て
い
る
世
帯
。

　

こ
れ
ら
の
世
帯
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ
た
場

合
」
に
は
、
支
援
を
受
け
る
事
が

で
き
ま
す
。

【
注
】 

支
援
対
象
と
な
る
の
は
、

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視

聴
し
て
い
て
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
未
対
応
の
世
帯

に
限
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
支
援
を
希
望
す
る
世
帯

の
方
は
、「
り
災
証
明
書
」
ま
た

は
「
被
災
証
明
書
」
等
の
添
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

☎
０
５
７
０

－

０
３

－

３
８
４
０

　

ま
た
、
地
デ
ジ
全
般
に
関
す
る

ご
相
談
は
「
デ
ジ
サ
ポ
」
ま
で
ど

う
ぞ
。

　

☎
０
２
２

－

７
４
５

－

１
５
０
０

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
８
月
中

旬
以
降
、
順
次
新
し
い
宮
城
県
版

の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業
所

へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
現
在
お

使
い
の
電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際

に
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
配
達
員

へ
お
渡
し
下
さ
い
。
回
収
し
た
電

話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や
資
源

の
有
効
活
用
の
た
め
、
新
し
い
電

話
帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、

改
め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　

平
日

：

９
時
〜
17
時

　

☎
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９

干蒲地区に新たな名所が誕生
　干蒲地区の鏡清水に、きれいなアヤメの花が咲きそろいました。

　干蒲地区元気な地域づくり委員会で取り組んでいたもので、「白石川の源流であり、町の

観光地でもある鏡清水は干蒲地区の宝物、周辺をきれいにし多くの人に訪れてもらいたい」

という願いから整備が図られました。

　昨年、アヤメで有名な山形県長井市を訪れ勉強し、株分けを受けて植栽したものです。

　手作りで整備されたアヤメの花々は、訪れる人の心を癒してくれるすてきなスポットとな

りました。

親子松から次の世代へ
～新たな松を植樹しました～

　長年にわたり町民に親しまれ、わらじで歩こうなどでも

七ヶ宿町を訪れた多くの方々を見守ってきた親子松が、昨年、

残念ながら老木のため伐採を余儀なくされました。

　しかし、その跡地に滑津地区地域づくり委員会の手によっ

て、6月 22 日、後継樹となる 5本の新たな松が植樹されま

した。同地域づくり委員会では、この松に滑津地区を対象に

して新しい名前を募集しています。8月の上旬にはその名前

が決定する予定ですので、今後新たなシンボルとして立派に

成長してくれるよう、私たちの手で見守っていきましょう。

▲今回植樹を行った滑津地区地域づくり委員会の皆さん。

地域づくりだより

▲きれいなアヤメが咲きました ▲植栽をしたメンバー ▲みんなで勉強に行きました


